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クチン主鎖の合成酵素として報告されているシロイヌナズナの遺伝子 galacturonosyltransferase 1: GAUT1
のホモログ、GAUT1-like family 遺伝子を対象に組織別発現解析を行った。その結果、ペクチンの合成／分







メチル化ペクチン間での Ca が結合することにより、ペクチン－Ca 架橋の形成を促進することで、結合強度
の低下／強化の両方に寄与する。このことから、各組織中の Ca 量の違いに着目し、各組織の細胞壁結合性
Ca量を測定したところ、果皮組織の中でも外果皮のみに顕著に多く存在していた。また、同位体顕微鏡によ




















               審   査   の   要   旨 
 
 
 本論文において、果実においてペクチンの合成・分解および Ca との架橋形成を伴う構築機構は、組織の
担う役割に応じて独立に制御がなされていることが明らかとなったことは高く評価できる。今後、Ca 欠乏
や塩処理などによって生じる細胞壁の変化を調査する等、さらなる研究の発展が期待される。本論文におい
て、果実成熟における細胞壁構築機構の一端が解明されたことは果実発生と軟化の制御機構の解明に多大な
貢献をすると考えられ、本論文は博士の学位を授与するに十分値すると判定される。 
 平成２６年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
